
５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

　　　　　(原題:5～6世紀新羅斗周漫諸國刈フ叫)

　　　　　　　　　　　　　　　　金有植

　　　　　　　　　　　　　　　　(国立扶除博物館)

　　Ａ　はじめに

　古代国家の文化交流は、自律的な関係と他律的な関係において存続した。瓦は工人や当時の

知識層によって他地域に伝播し、また受容された。筆者は、瓦の受容には、受容国の文化的な

意志と嗜好が大きく作用したと考えている。とくに軒瓦は、国家々時代によって多様に変化・

発展し、そして衰退していくという文様の流れを知ることができる。その様式的な特徴は、国

家間交流の研究において重要な資料になるであろう。軒瓦という糸口を通して、建築と工芸な

ど当時の社会相を研究し、文化史を復元する必要があると考える。

　６世紀の新羅は、智澄王と法興王の代に体制を整備することで、内在的な発展を遂げた。こ

の時期は、新羅のみならず、韓半島の三国が政治・社会的に飛躍的な発展を遂げた時期であり、

互いに適度に牽制しつっも、均衡を図った時期でもある(1)。新羅は、百済や高句麗、そして中

国を通じて先進文物を受容すると同時に、一つの政治システムとして、仏教による国論統一と

理想的な社会の実現を目指す志向性がうかがえる。

　当時の仏教は、宗教的な役割以外に、先進文物を輸入する窓口としての役割もあった。仏教

の公認によって寺院の造営があいっぎ、仏像、塔、建築、工芸などに飛躍的な発展がみられた

のである(2)。新羅が土着社会の壁を乗り越え、巨大な寺院を造営した６世紀は、新たな文物の

導入期にあたる。とくに瓦は、建物の建立にさいして非常に重要な器物である。したがって、

仏教の公認は、瓦の刮目すべき発展を招来する契機になり、かつ工人たちの職制を含む生活条

件を向上させたであろう。

　東アジアの対外交渉を理解する作業は、非常に難しく、慎重を期さねばならない。とくに交

渉は、国家、民族、地域の間の対等な交流を意味し、肯定的な側面のみならず、否定的な側面

も明らかにする必要があろう(3)。こうした立場に立ち、５～６世紀における東アジア諸国の瓦

の中心的な文様であった蓮華文様の微細な変化を通じて、国家間の流れを検討し、共通点と差

胤位を導き出したい。

　本稿では、以上のことがらを念頭に置き、三国の軒瓦の研究成果(4)を整理しつつ、６世紀の

新羅の軒丸瓦の製作年代を検討し、蓮弁の淵源を考えていきたい。また、６世紀の新羅の蓮華
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文軒丸瓦の重要性に着目して論を進める。しかし、資料的限界と筆者の瓦に対する理解不足の

ために、多くの誤謬がふくまれている可能性はある。それでも、新羅における軒丸瓦の受容過

程を明らかにする一助になれば、という思いで作成したものであり、ご海容願いたい。

　　　Ｂ　５～６世紀の新羅周辺諸国の軒瓦

　５～６世紀は、高句麗、百済、新羅が互いに攻防する緊迫した情勢にあった。高句麗の故国

原王は百済の近肖古王に殺害され、後に百済の蓋歯王は長壽王に殺害された。さらには、新羅

が管山城で百済の聖王を殺害している。このように、非常に緊迫した情勢のなか、三国間では

外交的な関係を含めた文物交流が適宜営まれていたのである(5)。

　皮肉にも、この時期の新羅の軒丸瓦には、高句麗と百済の瓦に見られる要素が多く認められ、

三国の交流を明らかにする一つの手がかりとなる(6)。とくに６世紀の新羅の軒丸瓦は、製作技

法のみならず、文様にも高句麗や百済との親縁卜生か強く見られる。このことは、三国が緊張関

係にある中でも、ある時期今期間は密接に交流していたことをうかがわせる。すなわち、三国

の冷厳な国家関係は相互の文化的な断絶をもたらしはしたが、時には緊張が緩和し、文化交流

が行われたと仮定してみることもできよう。

　６世紀の新羅の蓮華文軒丸瓦には、高句麗と百済の要素が見られることから、新羅は両国の

先進文物を受容して建築物を造営したと考える。　６世紀の新羅の瓦が重要な点け、高句麗と百

済の文化を受容が読み取れ、後に統一新羅の瓦へと継承されていくことであろう。

　　(ｉ)高句麗、百済系蓮華文軒丸瓦の受容

　６世紀は、新羅で軒瓦が初めて製作された時期である。蓮華文軒丸瓦の蓮弁の形式(型式)

によって百済系、高句麗系、新羅系に区分される(7)。二のように、新羅軒丸瓦が三つの形式に

分かれることは多くの研究者が認めているが、軒丸瓦の発生時期や、蓮華文の起源を含めた高

句麗系や百済系の属性についての分類は明確にされていない。また、高句麗系と百済系の軒瓦

が新羅瓦の発展にどういう影響を及ぼしたのかについても、具体的な研究は進んでいない。こ

うした研究は、新羅瓦の機能的な側面のみならず、当時の計画された荘厳匪を理解する手がか

引こなろう。

　また、高句麗系の瓦が新羅地域に波及して新羅瓦のモチーフとなり、その発展を促したとい

う点については、以前から多くの指摘がなされた(8)。しかし、新羅地域に伝播した高句麗系瓦

については、吉林や平壌地域の出土資料を具体的に提示せずに、文様のモチーフのみで区分す

る傾向かおる。たとえば、新羅の蓮華文軒丸瓦の中で、蓮弁中央に凸線を有するものは少なく

ないが、それを高句麗の影響を受けたものと判断しきってしまう場合がある。これは日本の学

界でも認められている考え方で、高句麗瓦を区分する基準にもなっている。このような状況は、

新羅瓦に対する明確な概念が研究者間に共有されておらず、早急に修正すべき点かおることを

暗示していると考える。
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　新羅瓦に見られる高句麗系の要素は、形式と特徴を定義しにくい。そして、百済系の新羅瓦

は、熊津期の瓦との類例卜生を根拠として、漠然と６世紀前半頃に受容したとみる説が支配的で

ある。こうした状況は、新羅軒瓦の製作時期と対外交渉に関する研究の障害となるばかりでは

なく、新羅瓦の正確な編年設定の悪影響にすらなる。

　　(ii)高句麗系蓮華文軒丸瓦

　高句麗瓦は、吉林地域と平壌地域の瓦に大きく区分される（9）。ここで詳しくは説明できない

が、吉林地域の軒瓦は、色調は灰褐色で、文様が蓮華文、平壌地域の軒瓦は、色調が赤色で、

文様は蓮華文以外にも多様に発展した、と要約できる。また、両地域の瓦は、胎土と文様、色

調、製作技法などにおいて細分か可能である。それにもかかわらず、新羅の高句麗系軒丸瓦と

関係があるのはどの地域で、どのような形式であるのかという点については、いまだに明確な

回答が提示されていない。

　これまでに慶州付近から出土した高句麗系蓮華文軒丸瓦に、月城（図１－①･②）と皇龍寺跡

　（図２・３）などである。前者は、月城咳字の５～６世紀の遺物と伴って出土している。後者は、

皇龍寺跡から出土したスペード形の蓮華文軒丸瓦である。そのほかに、財買井跡（図４）など

から出土した軒丸瓦が高句麗系に見えるが、確証がないので、ここでは除外する。

　まず、月城から出土した軒丸瓦の特徴は、次のようである。蓮弁は八弁で、量感あふれる表

現である。蓮弁の先端部と稜線を三角形状に鋭く仕上げている。この軒丸瓦は、表面の硬さか

ら見ると、かなり高い温度で焼成されており、厚さも薄い。瓦の厚さは建築構造物の重さと密

接な関係があると指摘されており、その製作には、高い技術を有する工人の熟練した技が必要

であったろう。

　ところが、図１－②の軒丸瓦は、瓦当面が狭いという理由で、１弁の蓮弁を逆に配置してお

り、間弁もほかに比べて小さい。蓮弁外側の溝も粗雑で、外縁の半分ほどは箔から粘土がはみ

出し、段になってしまっている。これは、高い技術をもたない工人が製作したか、あるいは不

良品と見るよりほかない。当時の月城は最高権力の中心部であり、最高級の器物が用いられた

と見るほうが合理的だが、不良品、またはきちんと仕上げられていない軒丸瓦が月城に使用さ

れた状況をどのように理解したらよいのか。

　また、別の形式として、皇龍寺跡出土の高句麗系蓮華文軒丸瓦がある（10）。この軒丸瓦に、蓮

弁先端の幅が急に狭くなる、いわゆるスペード形式（図2・3･20）であり、百済系の範囲にお

さめることはできない。この瓦は、重量感のある中房とそれ以外とを分けて瓦箔に粘土を押し

詰み、製作している。そのため、工程が複雑となり、大量生産には無理があると判断できる。

また、軒瓦製作における複雑な工程㈲は、不要な手間がかかり、製作時間か長くなる。経済的

にも非効率的で、諸々の面において悪影響を及ぼすであろう。すなわち、このような形式の瓦

は少量生産に適したもので、皇龍寺のような大規模寺院への供給用としては、多少不合理な製

品のように見受けられる。それにもかかわらず、このような瓦が皇龍寺造営に関連しているこ
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図1－①月城出土蓮華文軒丸瓦
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図1－②月城出土蓮華文軒丸瓦

図２皇龍寺跡出土蓮華文軒丸瓦
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図3皇龍寺跡出土蓮華文軒丸瓦

図４財買井跡出土蓮華文軒丸瓦
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とに、当時における皇龍寺の社会的な位置が読み取れる。

　結局、このような新たな形式の蓮華文軒丸瓦の出現は、消費先の重要性と関連するものと考

えられる。この蓮華文軒丸瓦は、胎土が安定しており、高い温度で製作された典型的な三国時

代新羅の瓦の特徴を有する。精巧かつ安定感のある蓮弁の形状から、代表的な新羅の蓮華文軒

丸瓦と評価することもできよう。そして、蓮弁と間弁が三角形状を呈すること(12)から、前述の

月城咳字出土の蓮華文軒丸瓦との類似性を考えることができる。

　　(iii)百済系蓮華文軒丸瓦

　百済系蓮華文軒丸瓦は、月城域字を含めて勿川里(13)、安康六通里窯跡(14)、そして慶州付近の

乾川や内南面望星里(花谷里)窯跡から出土した。百済系軒丸瓦は、灰白色と灰褐色の系統で

あり、文様形式は百済の熊津系軒瓦と酷似する。類似する熊津期百済の瓦は、公山城をけじめ、

大通寺跡、艇止山遺跡、西穴寺跡(図５～７)などから出土している(15)。

　しかし、綿密に分析すると、細部形式には若干差異がある。すなわち、新羅地域出土の蓮華

文軒丸瓦よりも、百済地域の蓮華文軒丸瓦は、蓮弁の先端に配置される珠文が小さく弱いこと

が観察できる。筆者は、新羅地域に見られる百済系蓮華文軒丸瓦は、熊津期の瓦と対応するの

ではなく、熊津期より先行する様式と判断する。したがって、このような形式は、熊津期前期

の建物や漢城期末期の建物の瓦と関連がある可能性を提示したい。なぜなら、熊津期の軒丸瓦

は、蓮弁が退化・簡略化する段階と理解でき、新羅の百済系軒丸瓦よりもむしろ後出する可能

性がうかがえるのである。今後、漢城、熊津期の瓦において、より先行する形式が出土する可

能性を考慮しておく必要がある。

　次に、熊津期に流行した百済の蓮華文軒丸瓦が、新羅瓦の発展にどのような影響を及ぼした

のかについて注目する必要がある。実際に、慶州地域から熊津期百済の影響が見られる蓮華文

軒丸瓦は各遺跡から出土しており、百済瓦が新羅瓦の発展に決定的な影響を及ぼした点につい

ては同感である。この点に関しては、最近、慶州内南面望星里窯跡から同じ形式の蓮華文軒丸

瓦(図８)が出土したことで、月城への供給が明らかになり、同伴遺物から５世紀後半まで遡

る可能性が指摘されている。

　したがって、百済系瓦は、新羅地域に普及したのち、６世紀代には新羅の蓮華文軒丸瓦の成

立に決定的な役割を担ったのみならず、徐々に発展する基盤をっくったと考えている。

　三国時代新羅瓦の展開は、百済から蓮華文を受容し、これを徐々に新羅化させていく動きと

推定できる。このような推定は、新羅瓦の採用された百済系瓦の弁端を丸く処理した蓮弁や、

Ｙ字形の間弁の流行からも裏づけられよう。今後の検討が求められる。

　　Ｃ　５～６世紀の新羅周辺諸国の軒瓦製作技法

　６世紀の新羅の蓮華文軒丸瓦に、製作技法から大きく二つの形式に分類できる。それは、円

筒形の丸瓦を瓦当裏側に接合し、丸瓦の半分を切る技法と、あらかじめ半截した丸瓦を接合す
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図６艇止山出土蓮華文軒丸瓦
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図９－②月城出土蓮華文軒丸瓦

図10－①勿川里競馬場敷地瓦窯跡出土蓮華文軒丸瓦
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る技法である。このうち、前者は「一本作り」(16)と呼ばれ、月城咳字の軒丸瓦（図９－①･②）

をけじめ、勿川里競賜場敷地出土の軒丸瓦（図10－①～③）、内南面望星里窯跡の軒丸瓦（図８）

などが代表的である。一方、乾川、安康六通里窯跡から出土した蓮華文軒丸瓦は、蓮弁は百済

系であるが、製作技法は後者に入る。月城から出土した蓮華文軒丸瓦には熊津期の形式が認め

られ、新羅軒丸瓦の製作開始年代を６世紀前半に遡らせることができる。また、勿川里をけじ

めとして、内南面望星里窯跡からも同じ形式の軒丸瓦が出土し、宮に供給した瓦窯の位置が明

らかになった。

　６世紀前半の百済系蓮華文軒丸瓦の一本作りという特殊な製作技法は、中国西晋以前に見ら

れる技法と類似する（17）。この技法は、瓦当裏面の円筒下半部を約0. 5 cm残るように切り取るも

ので、韓半島の楽浪と漢城期の軒丸瓦においても観察できる（18）。年代的には、楽浪地域から出

土する雲気文軒丸瓦（図11）が先行し、その次が漢城期である。ただ、楽浪の雲気文軒丸瓦が

韓半島の瓦の発展に影響を及ぼしたのかについては、いまだ疑問である。楽浪出土瓦の文様と

胎土、そして製作技法には、平壌の高句麗瓦と直接な関係を示す要素を見出すことができない、

という難題が残っている。

　最近、百済前期の瓦について、活発な研究が進められており（19）、粘土紐による製作、厚さの

不均衡、微細な布目痕、泥条盤築技法などの特徴が見られることが指摘されている。こうした

特徴は楽浪瓦との関連性がうかがえ、漢城期の瓦は楽浪の瓦とつながる可能性を示している点

て注目される（20）。今後の楽浪と高句麗、そして百済瓦の関連性を明らかにする資料の発見に期

待したい。

　漢城期百済の軒丸瓦としては、風納土城、夢村土城、石村洞、三成洞から出土した資料かお

る。この時期の軒丸瓦文様には、点文、幾何学文、草花文、蓮華文、銭文があり、新羅の軒丸

瓦と製作技法が類似するものとしては、風納土城、夢村土城、石村洞出土の軒丸瓦を挙げるこ

とができる。

　この中で風納土城から出土した軒丸瓦（図12）は、製作技法については百済系の新羅軒丸瓦

と同じであるが、文様は全く異なる特徴を有する。また、夢村上城出土の蓮華文軒丸瓦（図13

－①･②）には、蓮弁が菱形のもの（①）と単弁のもの（②）の二つがあり、菱形のものは瓦当

裏面が湾曲している。単弁のものが製作技法において新羅の百済系軒丸瓦と類似する。さらに、

石村洞から出土した銭文軒丸瓦（図14）も新羅の軒丸瓦と製作技法が同様である。

　６世紀前半の百済系新羅瓦は、粘土紐を用いた成形と厚さの不均衡など、初期の瓦陶兼業段

階の特徴が認められ、漢城期百済の瓦の特徴と判断できる。一方で、文様の面では熊津期の瓦

と近い。結局、軒丸瓦の接合技法から見ると、新羅瓦は楽浪、漢城期と同じ範躊に含めること

ができると考える。この時期は、粘土紐による成形技法が特徴的であり、初期の軒瓦製作に土

器工人が参与していたのかについて注目する必要がある。
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図13－①夢村土城出土軒丸瓦図12風納土城出土軒丸瓦
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図13－②夢村土城出土蓮華文軒丸瓦
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図14石村洞４号墳出土蓮華文軒丸瓦
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５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

　　　Ｄ　６世紀の新羅の軒丸瓦の起源と編年

　　（ｉ）軒瓦の起源

　瓦研究者は、６世紀の新羅の軒丸瓦を百済系と高句麗系に分類しており、前者は南朝から影

響を受けたという点を重要視している。筆者は、百済の蓮華文と南朝の関連性について異論は

ないが、それ以前の漢城期百済でも蓮華文が流行していたことに注目したい。

　新羅の高句麗系軒丸瓦は、その起源については明らかになっていない。ただ、吉林あるいは

平壌地域の蓮華文軒丸瓦と形式が似ていることで、高句麗と関連づけている。しかし、上原和

氏は、高句麗壁画に見られる蓮華文を構造的に分析して、それら壁画の蓮華文と吉林地域から

出土する高句麗の初期の蓮華文軒丸瓦を関連づけた（21）。すなわち、高句麗安岳１号墳の西側室

被葬者主人図（図15）、舞踊塚壁画（図16）、長川１号墳（図17）、双検塚（図18）などで見

られる蓮華文は、吉林地域出土の蓮華文軒丸瓦の文様と同一であることを明らかにした。また、

こうした形式は、中国山東省折南画像石と甘言省酒泉県丁家２号墳などの蓮華文と関係がある

と指摘した。さらに、天王地神塚壁画に見られる人字形の大斗は、北斉に見られ、北魏で流行

した華北地方の建築様式であるとする見解（22）が提起されており、高句麗建築と北斉、北魏との

密接な関連性についても念頭に置いておく必要がある。

　一方、高句麗古墳壁画と新羅瓦にみられる蓮峰形の蓮華文は、中国固原北魏墓でも確認され

ている（23）。この墓からは、鏃斗、陶器、銅帽など、多量の北魏系遺物が出土した。とくに、漆

棺の蓋に描かれた図像（図19）は、高句麗壁画や新羅瓦に見られるＹ字形蓮峰文と類似し、そ

の関連性を類推できる資料になる。また、この墓の副葬品の中には、ササン朝ペルシアの貨幣

　(457～483年）が含まれている。このことから、蓮峰形蓮華文は、北魏時代から高句麗、新羅

地域で流行した文様と仮定することができる。こうした推論が認められるのであれば、新羅の

蓮峰形蓮華文（図４ ･20）は北魏の文様との関連も考えられる。このように、蓮峰形蓮華文につ

いては、高句麗吉林地域の太王陵出土の蓮華文軒丸瓦（図21）や、前述した高句麗古墳壁画お

よび固原の北魏墓との親縁削こついて注目したい。

　絵画とは違って、瓦については、工人集団が直接に往来して技術を伝えるという側面も考慮

すべきである。ただ、新来文化の伝播経路を検討する際には、たとえ材質が異なる要素であっ

ても、形式的な特徴を通して、その相関性を理解する手がかりとなろう。とくに蓮華文は、国

家々時代によって、多様な特色を持ちつつ変化していくので、対外交渉の実相を調べる際の重

要な資料になると考える。国家の文化発展は、周辺文化圏の交流による文化受容のみならず、

それを独自に発展させ、継承していく文化変容の過程こそが重要であろう。

　　(ii)蓮華文軒丸瓦の編年

　研究者は、新羅における軒瓦の発生を、おおむね６世紀前半と考えている。『三国史記』新羅

本紀祗摩王11年（122）の「風によって瓦が飛ぶ」という記事をそのまま信じる研究者は少な
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図15安岳3号墳の蓮華文
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図16舞踊塚の蓮華文

図18双檻塚の蓮華文

図20皇龍寺跡出土蓮華文軒丸瓦
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図19固原北魏墓漆棺画の蓮華文



５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

い。しかし、古代の韓半島では、高句麗で４世紀以前に軒瓦を製作しており(24)、百済でも漢城

期から本格的に瓦を使用している。また、５世紀に入って土器製作技術が飛躍的に発展するこ

とを強調しておきたい。これらの点から、新羅瓦の発生時期をより遡らせて考える方が合理的

ではないかと考えている。

　従来、新羅瓦の発生時期を遅く考えた理由は、『日本書紀』の仏教伝来と瓦の技術がともにも

たされたという記事であると考えている。ただ、高句麗と百済で４～５世紀頃の建物に軒瓦が

使用されたことは、現在までの研究成果によって認められている。それに対して、新羅のみが

６世紀になってようやく瓦を用いるようになったと見るのは不合理である。新羅瓦の研究者が

軒瓦の発生を６世紀と考えるのは、軒瓦の出現が仏教寺院の創建と軌を一にする、という固定

観念によるものである。仏教公認の際に社会的に強い摩擦が生じた新羅が、仏教寺院よりも先

行して宮々官街に瓦々軒瓦を葺いたという筆者の仮説は、いまだゆるがない。実際、瓦の使用

が寺院よりも宮の建物で先行したとみることは、それほど無理はない。瓦の研究方法に客観的

で合理的な方向性があるにもかかわらず、その解釈が先入観によって縛られてしまうことは止

揚すべきである。

　新羅の高句麗系瓦は、月城域字や皇龍寺跡出上例が代表的である。その中で、月城咳字出土

の蓮華文軒丸瓦は、その起源がどこにあるのかについてはいまだ不明瞭であるにもかかわらず、

蓮弁の形式と製作技法、そして表面の硬さから、高句麗系であると判断されている。こうした

軒丸瓦は、これまで月城のみで確認されている。よって、この軒丸瓦の製作年代について、皇

龍寺の創建年代である６世紀半ばを下限、上限を６世紀前半としても無理けないであろう。筆

者は、月城域字出土の高句麗系軒丸瓦を、月城から出土する蓮華文軒丸瓦の初期段階におきた

い。外縁の処理が未熟であること、ほかの遺跡から出土していないこと、そして量感あふれる

古式の蓮弁と三角状の間弁などが他の軒丸瓦とは異なるからである。また、その軒丸瓦が５世

紀の土器と共伴して出土することも理由の一つとなる。

　一方、高句麗系軒丸瓦は、皇龍寺創建を契機として大きく変化する。蓮弁が、従来の三角形

のものから、先端が急に縮小する、いわゆるスペード形に変化した。こういう形式は廃瓦堆積

から出土するので、皇龍寺創建期あるいはそれ以前に製作された可能性もあろう(25)。一方で、

Ｙ字形の凸線をもつ軒丸瓦の破片(図20)は１点のみであるので(26)、その製作年代の決定には

慎重を期さねばならない。この瓦については、吉林地域で流行したＹ字形の蓮弁と高句麗古墳

の壁画の蓮弁、そして固原の北魏墓に見える蓮弁との関係に注目したい。

　高句麗系の新羅軒丸瓦は、瓢蘆古塁山城(27)出土の軒丸瓦(図22)のように、蓮弁と間弁が三

角形状で力強い印象がある。ただ、この形式の瓦を製作した窯がどこに存在するのかはいまだ

不明で、研究に限界がある。瓦の工房で当時の工人が使用した土器を含めた生活容器や、窯で

の生産品などが、対外交流の確実な物的証拠となろう。

　百済系軒丸瓦の製作技法には二つの形式が見られる。一つは一本作り、もう一つは接合式で
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図21太王陵出土蓮華文軒丸瓦
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図22瓢蘆古塁出土蓮華文軒丸瓦

図23乾川西面出土蓮華文軒丸瓦
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５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

ある。二つの技法は同時期にみられる。前者は製作技法の面で漢城期と関連するが、文様は熊

津期のものと類似する。すでに指摘したように、熊津期の公山城、艇止山遺跡、西穴寺跡、大

通寺跡などで出土した軒丸瓦に(28)、蓮弁の先端の珠文が、新羅の百済系軒丸瓦よりも小さく弱

い。その点で、新羅軒丸瓦が熊津期より先行段階である可能性が考えられる(図23)。また、

新羅瓦の製作技法は漢城期の軒丸瓦と関係かおることから、製作時期が熊津期半ばに編年され

ている点については、修正を加える必要があると考える。今後、熊津期前期の遺跡あるいは漢

城期末の遺跡から軒丸瓦が出土すれば、新羅地域軒丸瓦の発生年代についての問題はある程度

解決されると期待する。

　まだ推論の段階ではあるが、新羅軒丸瓦の出現時期は５世紀後半から６世紀初頭と想定して

も無理はないと思う。こうした推論によるならば、新羅の軒丸瓦が、熊津期の軒丸よりも先行

する百済の軒丸瓦形式の影響を受けて製作された可能性も考えられる。熊津期の瓦は文様が定

型化し、製作技法のうえでも本格的な発展の段階に入っている点も強調しておきたい。

　　　Ｅ　まとめ

　以上、新羅と周辺諸国の瓦について検討してきた。述べた内容に明確な裏づけがないことは

自認している。ただ、新羅の宮跡から出土する軒丸瓦は、熊津期の軒丸瓦より先行する可能性

が高い。従来の編年には修正を加える必要がある。また、最近の調査で、慶州の遺跡から百済

のより先行した軒丸瓦が出土しており、新羅軒丸瓦の出現は従来いわれていた６世紀前半より

も遡る可能性が高いと考えている。筆者は、具体的な物証というよりは、形式的変遷を中心に

して、新羅の百済系軒丸瓦が熊津期よりも先行する可能性に考えた。この推論には、今後、批

判が予想されるが、百済の都であったソウルと公州地域の発掘調査を通じて、確実な証拠が得

られることを期待する。

　本稿で新羅と周辺諸国の瓦について検討した内容は次のとおりである。

　　①月城咳字から出土した高句麗系、百済系の軒丸瓦の出現は、６世紀第１四半期あるいは

　　　５世紀の後半まで遡る可能性かおる。

　　②史料を信用しないとしても、新羅における瓦の使用時期を６世紀前半とみる見解は修正

　　　を要する。また今後、平瓦の発生時期についても、特定時期にあらかじめ限定せずに、

　　　考古学的な発掘調査成果に基づいて検討する必要がある。

　　③一本作りの技法については、中国、韓国、日本の研究者による相互の比較検討が早急に

　　　求められる。この技法が、古代韓半島において楽浪、漢城期百済、新羅初期の瓦に共通

　　　して見られることに注目すべきである。

　　④新羅は、６世紀初め以前に高句麗系と百済系瓦の製作技術を受容し、その変容と発展を

　　　図り、６世紀半ばには高句麗系の新形式が出現したことを明らかにした。また、新羅で

　　　流行した高句麗系の蓮華文は、北魏でも流行したモチーフである可能性を提起した。
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５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

金有植

(國立扶除博物館)

　　1.川司萱

　古代國家月文化交流し自意，他意的開係州川州早ol剣置吐刊斗七一匠人耳合営時

先進知識階肩州　刻司　可否　地域州　傅播剣工　受容刻抑斗．鼓表者悟　ァ|斗刈　受容州川

受容國列文化意志可嗜好ﾌﾞﾄ重要谷作用合可銀可ヱ甘々谷可．号司瓦営合國家，時代州

叫可多様可月夏化，護展，衰退甘旦豆州文愉

國家月交流開係谷理解芦悟資料肩旭叶牛月悟瓦営月片鱗合号刻建築，工蓼号営時

祀會相合穿駆司刈文化史冊復元芦と州寄典司叫苛澗ol吐

　６月刊新羅七一月号雁.法興王川月膿制整備径宣施可ヱ内在的護展立豆成長可銀吐州

期間合甘号州政治，祀會的立豆飛躍刊嘔護展合芦銀ヱ，川豆適切谷牽制斗均衡合

州早双魁　ヰフ圖川三　芦叫声　ol　ノヤ|　石可と　月刈可　ヱ子月　ユ司工　中國会　通対州

先進文物音受容可銀工，王谷可可月昔刈川と望旦豆川佛教可と予皿曇誓詞國論統ぺ

理想祀會冊賓現芦ヱ肩付悟性向音旦嘔吐

　苛λ1佛教と宗教的　目的月州先進文物音輸入冊と窓口役割合可銀吐佛教公認合

寺刹月　建立会　隨件甘立豆州　佛像，塔，建築，工蓼　号司　分野州川　飛躍的嘔　護展合

招来誹毀可戸々!可肩堅固谷土着祀會月壁合司子ヱ巨大谷寺院合建立付銀魁６世紀悟

新文物月導入期州吐特司ァ1可と建築物建立州川核心物品州可．叫丹入1佛教月公認合

刊斗月刮目谷護展会招束可七一胆起曇叫借可銀合歴谷叫月吐匠人号月職制曇Ξ甘谷

生活沢件合向上川微音澗州叶

　号叫入卜岡對外交渉合理解可と作業合刻牛り伺ヱ朧重合立谷吐特司交渉合國家，

民族，地域間州列早(月ス|そ對等谷位置州川月交流曇意味可亘豆肯定的脊合否定的

役割合糾明司付谷可声州剣谷訃牙州川　５｀６月刊　苦叫入|叫諸國月　刊斗悟蓮花文

中心州三豆文様月微細谷形式使化曇号芦州哲立社月立号合把握可ヱ共通分母斗

芦州万合導出司竹谷吐

　州喩丑七レ社兪可肩可号合念頭州♀昇苛労刊斗月咀子咽可冊土卜帽半件ｏ=16月川

型可挙芦月月刈丹咀川曇句豆芦ヱ，咀奨魁月淵源合元刻刻旦ヱ芦谷吐王将６月月

石谷咀斗子牛叫月ﾌﾞﾄ芦刊可七一号立咽州着眼叫州芒芒ヱ曇丹咽可銀叶ユ月可州言合

資料月限界斗筆者月初歩的川斗理解挙子立豆嘔司刈借合誤謬谷州詞ア栃レ窄ご甘Ξ
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双将．排川廿召啓聯刈刈牛音聯句音州司緋と川堕号州緋叫旦望引刎双恋畑緋七一対妾

叫回州剖対咽緋労川司そ司廿曇旭早甚喬哲聯号叫湖容恕普♀哲旺

　　2.5～6刈71庖冊子感刈号別斗劈

　5～6スヤ1とヱ子乱当胤司排将才豆子ヱ子司七･そい斗哲付与川川叶月白･廿甘同

咀今川双排．当刈同近哲古王音ヱ♀刈同故國原王音る潜月月月司音刈萱排ヱ，用ｏ圖

当刈同川旦付巻長壽王引川感ｽﾞﾄ悟付排七一別叫哲川月低排．王哲司排七一往生り引月

司号音別スド|月　廿今川　往川ﾌﾞﾄそ!哲司　咀今川双才　川刈谷分母引月　付号巻同皿刊

哲川悟王甘哲子子亘畳フト牛但排川川早川倣音旦感排尹

　叫月月し1排川三　〇1　川月　石谷同　咀斗子牛丹眉引と　ヱ子月排　当刈　ァ|丹州　旦叶じ

立生悟引三川貝排貝甘今同皿畳悟川刈排白一哲月谷旦同月Ξ哲才号司６刈月司排

咀斗子寺叫眉笞刈斗川眉歴哲叫月排子萱同旬刊排月三.ヱ子乱哨刈斗眉牛親縁匠川

付排川社兪哲でレ汁同哲刈今引月引司哲川雅号廿巻皆帽汗皿畳悟排低感ｽﾞﾄ百音

予旬司　奇才　号　付号同　樋回哲　号耳丑川七一　子斗哲召合　庄司排月牡　月旦と　幄月刊

斗司甚用ァ|今刈月刊別哲子斗同皿畳ﾌﾞﾄ蝋奴排笞仮定合川子牛双往６刈月司排同

咀斗子寺回眉と　ヱ子乱　月刈同　立生悟り　旦ｏ目　叫号引　首将と　怒号同　せ咎子子音

寺吾排川感寺子音刈谷排塑斗ヱ甘苛哲才６刈川司排月斗ァト若立排川早苛目七一川音せ

ヱ子月斗当刈同子斗悟寺氷管感刊月号感司排月斗旦川沓川倣排芒不押1才

　1)ヱ子乱当刈川咀詞号令叫眉今舎

　６刈川と司斗斗刊叫眉川排ﾌﾞﾄ月今立旦雅号{月月と川ァ川ヱ，咀斗号今叫訓同　咀荷

旬月引叫排当刈爪ヱ子月風司排川旦子甚≒絆}.o1刈哲司将卒叫月月３旬１甚畳笞

呈号咀子叫号川　司刈旦号同排月牡排哲寺叫眉同　曹甘引几咀荷同　月別音Ξ甘哲

ヱ♀乱当刈川今司子畳悟旬斗排川排月曇排ヱ双才王哲往を哲ヱ子刈洙当刈川

斗付川司排月斗聯感引谷吾排銀笞月引司哲子刈刊咀子呈可斗月せ付川才往舎哲

叫可引司哲普こ巻召号司排月排同川旨刊フトか丑焚廿引叫月符号川川月ギレ牙回司音

引司排と司甘州百羽州才

　貝合立旦ヱ子月川　ァ|斗ﾌﾞﾄ司排ス川州　叫号月月　管感同　呈目旦悟　刈予料低回　万巻

(谷刊早目司号谷川月月月刊辿1双付．排月廿々!谷川(月月召斗目双回工子刈川ァ|丹州

司ヰ十そ召草卜喜巻旬句=ス川螢豆吾音♀牛月旦旦刈川排月畏哲ホ子萱引月と月月と

同旬刊感呈目旦哲音冊月旦子甚舟セ･旬与川　双才王哲司排咀斗を寺叫月月皆労魁

ﾌﾞﾄ金川　誉有川　回付貝と　旬刊音　ヱ子月同　別帽立旦　旦川三　排と列，月月哲　感刈と

感登引月三号舎月(月　ヱ子刈川　ァ1斗号を畳付と月子旦旦将舎哲才咀子排悟巻司排
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５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

川丹州刈谷同斗谷川リol句司月川偕叫付仝聯双双晋吾俗句司叫丹ヱ，川菅司率句引

谷見甘晋忿λ|司率し川門川丹工甘竹谷旺

　句司丹月客丹旺芒丹月斗州旦月芒ヱ♀月川月斗刻見杢笞同刈斗号旬晋同刻丹月

月沼旺　二司ヱ　刊刈川　芒丹　ァ|斗と　争ゼスレ|　71叫号丹　同列苛刻　音符旬晋　丑月旦

叫咀丹川６月ァ1右谷引率音符銀将と召側ﾌﾞﾄ川川刊月旺引月谷啓巻客短丹丹苛刻

ヰ斗入|川斗刈刻三沼州谷谷咀星号符旦叫ド苛州号曽息谷叫川丹芒丹月斗刻同斗谷

右短晋言に捗卜と州付句巻き見付舎谷丹.

　2)ヱ子司川咀斗FF叫側

　三子同月斗ヤ大召沼月月聯句(廿川月月斗旦三川星甚旦右旺谷句右川右旦旦俗川

丹月谷首同客ﾉ餌付卜川廿召肩川(月丹苛客斗生斗年咀斗邑同忿ス国斗苛客刊月丹

咀斗音月斗川Ξ丹忿谷翌一忿見旦曹谷倣丹笠一召旦旦見付怨率双旺ユ司ヱ忿ス固

月斗笞刈豆斗音営ユ司ヱ王右刻月匙刈付月刎号月早刊子甚月聯苦丹旺ユ回州三

吾星丹ヱぐ!丹刻ヱ子月川率叫川ﾌﾞﾄｏ仁二川(生月岡谷同伴年刊甘月ヴドヂj=丑川谷喫ヱ

双七丿岡|刈谷召音州七一午♀三同斗谷尉俗晋刈月丹ス1奥谷旺

　谷刈外川　句平俗丑州川　毎旦右ヱ星月川　咀斗そ率叫川笞句率谷旬(圖　1-①,②)丹

怒号符川(圖2, 3)号州月去豆右音号引双昧右ｽﾞﾄと蔓小社ズ圖５｀６月川音毎号丹

菅谷　谷豆刻双ヱ，早耳と　怒号スド岡目　谷見好　禿刎岡三　咀晏同音　川短　港右月

咀斗音率叫川号月叶月尉州刈州句川(圖4)号州月毎旦ギLヱ子月川且旦o1芒丹率刻

丹苛月双川廿星刈刊吾川ﾌﾞﾄ叡旦三旦客管五叫甘州スト刈刻丹月旦谷丹．

　短刀　碩旬司丹谷豆ヱ子月川　丹苛客丹晋丹計客号旬晋旦俗昧音短　普賢雅客

８唱ol月忿召ol州音苛旦月ヱ双旺王谷咀ｽ賢吾晋谷丹苦短晋苛付同見旦苛俗丹川

月司丹銀丹．目今月月丹苛客五右月ぺJ三旦音州州音晏客吾三州月杢旬月双晋息廿

叫月丹♀川ﾌﾞﾄ語丹ぞ号旬月　双昧　咀星斗匯合川斗刻　早列ﾌﾞﾄ社寺子旦号月　叫号丹

谷沼怨府右ol　双双晋　召見旦　す片付ヱ，号司　♀刈谷　語川　雅三ドヱ吐三到　丹句吾

苛俗号刻借吾とヱ号率谷丹銀晋召月昧月斗苛吾(圖1-②)五感菅谷刻早作旦旦引司

１川月見晋(月旦且且気付ヱ双令息恰叫月丹竹雅,Ξ叫号牡丹川皿丹Ｖ卜斗咀司丹旦丹

ユ司ヱそ忿刻刻付吾晋可今丹川月司丹銀昇刻作刻月♀司号右谷旦旦将午月谷晋

叫右谷召川回旦俗旺召号月斗苛吾月右ﾌﾞﾄ呈旦川可今谷首巻引旦月と州，ユ俎俗合

川去月辛子月(ぎ蝿谷廿川州三寸丹ス|奥賛否剋用刈付丹銀川し卜寺客吾忿吾見旦率句怨

率尉州叡旺苛入|癩旬今司ヱ右月刻才背早銀昇叫丹月月ヱ甘号吾ぞレ好晋丹銀丹芒

率号月怒司刊月旺吾忿吾早吾を剔吽川刈斗右月斗苛月斜旬州符晋丹銀丹ドズト首巻

(月噂川例月司叫谷ス川州谷ヱ芒ol叫号昧
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　王舟昌沼刊心号号斗仲斗刊音豆甘(首そ剖ヱ旱司川　咀斗伝令付詞叫双舟.加ol

斗劈心吐背魁川晋否号州言刊司弓杢舟と所謂立川州三旬刊(圖2, 3, 20川三見

(月川甘川旦見旦月刈川伝啓回令月王号号令低暉州斗劈心啓廿州ﾌﾞﾄ号怒径澗皆

舟啓早斗号啓早月噌三剖杢月豊百(月回ヱ舟回意見刊双旭湖ol舟．ユ詞人|刈付子沼ol

川令帚号舟三見詞啓子言音号令低双否瀕意見否社牡暉王号付劈音刈付舟せ川

婚号甘刈付子沼加心号魁刈豊辺意甘子刊州令谷回歴谷叫月付刈付州否ol杢意刈三見

沼刈刊せ川豊玉同舟(月刈廿昨召川回句号心玉詞号瀕ol舟．弓引引甘朧月心刈吾剖

杢啓　孚皆川　月号舟ヱ，怒号叫舟　甘心　詞冊旦　叫号　否昏昏意見　予言舟ァ|月と　舟杢

号号司甘刈吾旦見旦魁叶ユ回川三豊旱舟ヱ州則甘刈号州　月詞甘朧登叫召刎月

号甘牢小牛じ　ｽﾞﾄ百合　劈斗伴仰斗刊　怒号ｽﾞﾄﾌﾞﾄ　舟月付と　寺格剖　号血刀心　ol川号　令

双暉　召労州刃号新形式咀斗伝令叫月刃豊旭心叫合月川　号土砂斗号剋引　双双旭

瀕旦見州司甘辛双暉ol守!斗伝令叫月皆川豆ﾌﾞﾄ月号司廿今司ヱ，ヱ音引刊こ仝々川刈

否旬刊魁甘号月詞　否谷川付刃　号沼心旦剋暉王甘州　付劈心沼皿号社莞魁豊州

殼沼甘心旦州旦見否付咀斗伝令叫刈豊詞丑号谷舟暉号司州令叫詞七レ社魁付曼翌川

甘付哲到意仝旦叫旦州三至妙舎魁‥谷刀司舟音見甘奸そ令叫詞斗剖非叫で|音質晋平

双谷.

　3)哨刈川咀斗Ｆ芒叫詞

　月刈川咀斗伝令叫詞皆廿砂彫斗豊川谷司刈勿川里旦，安康六通里窯址旦ユ司ヱ

沼令魁丑川　乾几ユ司ヱ刈丑　内南面望星里窯址州月　音豆刃双暉　否音甘月刈川

令叫詞と同切卜斗斗刈巷判川号引ヱ，伝啓旬刊心非否川刎刈斗劈付号曽舟暉州伝今斗

号曽甘非否州川月斗皆子廿刀心川谷可大通寺址，艇止山非凡西穴寺址(圖5, 6, 7)

号川月音豆そレツ豊丹川皿旦甘辛双暉

　ユ則行啓叫号旭回付川　伝判司　芒貝回　川早沼川州月　対州豊号召甘辛　双叶　弓

合否入1川咀斗子今叫月ドゼ碍ス川州月音見斗ド令叫州旦舟晏些菅否川川月舟皆令伝州

回斗斗じ旭肘ol丑甘旭暉聯ｽﾞﾄと否谷川(弓引月旦州と月刈川咀斗伝令叫す啓音感λレ|

咀斗伝令叫詞舟川皿詞肘州叫月付立司則合否ァ国哲司今月見且旦し湖州号司刊魁

刎刊姉斗ヱ旭甘否暉叫付月州則甘朧月心非否川否月否川否弓伝付牡勺州月甘月

否弓伝剖　川叫号可丑魁刈双音ﾌﾞﾄ皆々今月谷川　刈川舟ュ舟甘谷．川回付回合否月月

令付詞と咀薗魁州否付刃瀕旦舟非僻舟ヱ否吋斗刃と谷川見ol司刃(月刊刈川否付

令付月月斗旦谷仝司司刈付州月叫契(平首ァト贈旦唄旦州月叫号ol暉号半肩刀ァ川

哨刈月付半心音否λレ川　哲司旬刊　ァ|舟ﾌﾞﾄ音見百ﾌﾞﾄ皆甘則　州ス1豊甘71予州奸計

瀕州暉
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５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

　ユ喫付召音谷川川司音司付気召月刈川回斗伝早叫刈竹翁付早叫刈管召司(月刈哲

咽哲合可具と川早号川合谷立竹双旺す刈召早坤牛脊月音谷川　咽参州看取月と

咀斗伝早叫刈辻州月音当司月沓旦月(月月刈ァ|斗ﾌﾞﾄ翁付川斗月管召司召司刊咽哲合

川倣付芒一スト言司と菅骨可付．州俯首召料(月司丑沼早川甘谷呼勺司ァトト1司スト毎回哲

司当月　咀斗伝令叫刈(圖　8)ﾌﾞﾄ　号旦月月　廿勺司　菅言付気召　孫白豆　折司倣ヱ，王哲

音更音苦言州５月ァ|旱哲竹川分詞哲フ}皆甘三双付辻谷司フト刈川月旦双昧

　叫付月月刈川川付七‥公付ス門司旦言月州６月川沼早目翁付咀斗伝川付月答句司

召句当　ず詮合　付気合　怒哲　叫呻斗　ザヰ　曹社斗と　豆刈谷　叫召付回付ヱ　甘竹谷旺

骨号入1川　翁付　川斗月　社朴ド　月刈旦早目　咀斗号音　早音符ヱ　月号　回俯　喩召月刊

型丹斗料と哲川旦甘将月双付ヱ令刃召旺ol司哲芒川と首将川斗司　刈舎召月刈川

川付月号丑咀晏魁晋哲川司付Ｙスt司月首魁月弁司合音ヰ申]i]E.吾男谷早双昧哲辛

州早甚司川可召呈双辻す豆フ}立平谷叶

　　3.5～6刈71召外早魁刈号斗せ刈刈荷ァ團

　６月ァ|否耳月咀斗そ辛叫月号刈耳月回妙斗月三川２旬刊旦足甚脊感呼谷答牛昌

利筈旬辛月耳冊ぷ孚耳ヱ辛月耳月利廿金耳旦と孚回耳辛月耳冊利廿旦足耳旦ヱ叫月

貝感川　早耳耳と旬刊州　双呼　川　耳金川　感ストじ杢別　一本造旦耳会司芒･ダくと足

亀個司耳(圖9-①,②)冊川曇可子否司司叫孚早司(圖10-①,②,③)音豆，刈甘感孚眉司

立ス1(圖8)音豆吾州川丑感呼音足苓･ﾌﾞﾄ金川感礼啓孚今筈司豆司音豆姉蒔子辛竹月

号喬晏魁引旬刊喬月刈周川月牡刈耳ァ團喬辛耳川今谷呼号司利個碓スト資足月刈川

咀耳を辛叫月ヤ･音否ァ|旬刊会旦ｏ=1辛三足否耳月辛叫月刈耳開始冊６月月感谷恋足

晋州舎司とｽﾞﾄ豆ﾌﾞﾄ引双呼王谷子否司曇川蚤谷刈甘感孚個司耳叫叶斗勺Ξ．営四谷

今卜月川音豆引ｏ卜子せ川州営営耳万万レ刈耳杢月月司曇斗魁川刊辛双呼

　６月川感谷吽刈川咀斗子辛叫す啓一本造耳号号辛谷刈耳川回金旦川号川川澗会

苦号月人に!川豆州旦川笠一刈斗ァ固斗介身耳呼出ol孚回合辛竹月月碩感金回0.5cm

玉音引川甘71♀工身旦と辛回旦足州ヱ川谷谷Ξ川竹孚，哲司月ァ田辛叫月月旦州せ

ヰ苛月回訓叶旦ュ刈月付哲司(月川州音足引ド利辛子今叫月(圖11)耳一本造辛回月

感司川尽圖ユ刎川州　牡皆入卜川三旦叶とァ團州呼ュ引叫利辛子計孚川耳ブトヱ川

哲啓三ァ|斗借感川旬誰晋平双せ月州感司月子引叶計孚音豆月斗月子孚耳川足

ュ司ヱ刈耳ァ円王哲司孚引ヱ子引　月斗号耳司廿月谷尉庇仝谷早耳月　引当叫号

廿刈ﾌﾞﾄ双耳．

　司丑月刈感ァ田川斗州刈谷咀子ﾌﾞﾄ月弁刊旦足否旬旦引州社豆川曇州舎谷個朧

♀月引会元朧可月可王号巻，泥造盤築技法月号司金旦仰斗セ･感司号ol　刈ァ田双呼
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ol司哲号司号今叶診瓦斗丑谷ol双ヱ，哲司ノヤ田川将と楽浪瓦将咀召谷フト贈金

(≧川子召月号引令号谷将声レ生包旦ヰ豆金将豆ﾌﾞﾄ旦苦号丿旦足列苛低ヱ子司ユ司ヱ

月刈川斗刻哲玉丑姉t川竹司谷回旦足川刈谷旺

　哲甘月刊　月刈　令苛刻と否甘豆首　号否豆首　月杏子，哲司否刈川　否豆谷　令叫刻ﾌﾞﾄ

刈丑谷旺引川ァ田令叫刻伝俗今刃伝金川曇将引川将邑玉斗邑咀斗邑谷否引双ヱ，

首将　令叫刻斗　刈付ァ円月月　音符哲　勢月旦足笞　苦甘豆首　号否足首　月杏子　告足

川叫号ol　双将. ^1　ﾌﾞﾄ金川号司　苦甘且々　豊豆子(圖12)今年斗川回月月　月刈川首将

令叫刻斗否回将川竹否俗今谷刈将川　将旦将せ号刃引　双旺ユ司ヱ号否豆司　豊豆

俗斗伝令叫刻(圖　13-①,②)笞　淮玲子引　誉刻将　哲哨刻　♀　丹州　刻月刊川竹　苦刻刻

咀斗伝(圖13-①)今回刻回俗ol伝俗説金診将ｏ=卜帽月ス=|双工，哲(で岡咀斗伝(圖13-②)今

刈将令回引首将刻月刈川将音符将旺叫金刊月否否月月豊足谷銭文令叫刻(圖　14)三

首将令叫刻斗刈将ァ内川否回甘金ツ晋平双旺

　６月川谷哲刻月刈川首将川将と牡豆川豊州舎哲ｙJ啓今令列刻晋元刻号主川

瓦陶龍業段階刻　号句合　引混司　旦ｏ=1令(月　哲司川　月刈川将刻　号刃引　旦引同社　毎回=

谷蜂十ド音否ァ|斗抑を句引甘将旺召労叫刻刻召診ァ固旦足芒将谷首将川斗笞苛低

哲司入目斗否回哲回令月王甘月竹哲瀕引旺引λレ|と牡巨川号同舎重レ1浅川回訓

甘対川　し}叫甘旦見月　玉川　府営刈付怖刊　足川　原価刻　君州丹双双と川　令号司叫診

瀕引旺

　　4.6刻ァ|庖料亭叫刻刻蛙赳料堀魁

　1)令聯刻刻咀号

　川叫咀子叫号音６刻川澗叫咀斗子令聯刻号芦刈れヱ子則川元甚芥叫ヱ尉斗じ

号号刻　甘堕元早月　句参会　世音　叫昔昔　号立川　哲呼　唐王叫せ　芦刈咀斗子刻　甘堕

哲尉哨叫号月付川竹ｏ国管入1哲司ァ㈲刊早目咀斗そ州弁司叫気斗ドスト公会磨元叫ヱ

盤叫．

　庖叫刻ヱ子月川咀斗子令叫刻七･ユ咀号音(月目叫♀月斡叫せ川哨斗司管川曇哲呼

ユ川召弓毎音司竪ス岡ヱ子月咀斗子令叫刻号叫刻川ﾌﾞﾄ争十件三元ヱ子則斗哲尉会

川魁呼ユ月緋上原和辿乞一ヱ子月吽軒叫旦州と姉伴子合子ヱ几仝-元甚列叫ｏ=1芦斗同

咀斗長一斗召弓川(弓引月　螢豆斗皆玉川　ヱ♀坤ま伴子令叫刻号哲回ノヽ|双呼号ヱ学則

安岳３玉甚西側室被葬者主人圖(圖15),舞踊塚壁書(圖16),長川１完甚前室(圖17),

雙檻塚(圖　18)号川　旦叶と　咀奥谷音　召当月(弓　音元　甘伴伝令聯月月　咀奥伝竪対

子曽叫斗七･付言合併気仙ユ司ヱ姉月哲司刊音号学刻山東省折南書像石後漢墓叫

甘扇省酒泉蒜丁家５玉墓号刻　咀奥叫哲川叫双斗芒尉刻号刻月叫気呼叫会月
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５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

肩哲司句合　月斗州　旦olと　俗耳司　川苦言　号刈早川　回叫回　号羽川川州　音司耳回労

斗片司哲召片(崔月旦至列側耳七一召側加耳す7卜卜1ヱ子引肩片列片年片羽耳参帽牡

谷皆t川双回七ド千哲三念頭司♀(月叫号瀕列呼

　借労　ヱ子引　ヱ筈月斗斗　句耳　川斗州　旦列と　労苦刻　咀黄白　苦号　固原刈

北魏墓加爆月呈旦白半列墓州柿と樵斗，陶器，銅帽号回号羽北魏係弁曇列甘側

岩豆月姉斗．号司漆棺月千刀州双ドュ肩(圖19)言工子月吽年斗句耳ァ1斗州旦列皆

Ｙス}管?ﾃ!苦是耳弁ｽﾞﾄ耳列暉旦羽丑旭司言音半号双と耳豆耳肩付．列早肩羽早哲吾

苦州笠一スト娃堕側旦司叫哲豆月貨幣(457-483魁)耳岩豆坤双呼引至可早列咀苦司

咀斗是言　参州司川早目　ヱ子旺　句財用(耳州　弁司耳回労　皆労旦至　対句俳句旦　早司借

半句心叫肩瀕ol回．廿財肩岩谷推論ol舎俗肩回旺句耳羽咀苦刻皆牡是(圖4，20)言

工子月回叫ﾌﾞﾄ北魏是享年刈谷召ｧﾄ苦司会刈刊甘辛双呼号司　咀筈刻　咀斗岳言

ヱ子月召沼司月月川哲号岩豆咀斗岳千叫刻(圖21)斗他公証三子剣工を月斗喫固原月

北魏墓州入卜甘立社?ﾃﾞ圖言旦列ヱ姉斗月子号旭暉

　詞斗耳号司川耳笠づ削斜物押岡哲廿か往列月召往束耳列司岩岩肩半耳と句哲引

双呼　排列借　刻至楽　岳斗羽　召斗刀豆号　斗付耳皆川　ヌ1召州　叫号　旦杢耳　号司耳三

刀斗月俗号句言号司レ巾三借羽哲丑句言列側耳と州号苦肩半双呼号司咀黄言号ﾌﾞﾄ回

川州石至　回竪耳ヱ　号月　双川　ぞ斗冊ヱ　同今月旦至　号召料三至　川月皿ぷ羽　石哲岩

列司耳皆州州早苦旦借耳豆列呼月今列借号フド1是斗号句言千労是斗ぞ耳引皿昇州

羽借是斗千舎歴借叫月呼列号号ズ圖丿是斗至号往胆承耳回し川羽文化使容列目今

舌旦耳回ヱ甘竹借呼

　2)感蒔岳半斗刻刻旭魅

　句耳川斗咀子耳佞言句耳羽斗刻号司言川刈至６側司句廿句州♀七一瀕州同意耳呼

三國史記新羅本紀祗摩王11年(122年)州フ1耳ﾌﾞﾄ叫甘州甘肩川号音ュ川至短と耳甘心

ュ司　皆川　皆呼　併用借　列可　工川　借吐Ξ皆　ヱ子引耳　４　月月　ol豆州　叫利川斗号

刈付型耳(月ｽﾞﾄ舎符回ヱ，月刈Ξ.借句川早目言耳月旦至司耳号耳苦倣回笠･ｽﾞﾄ普５側川州

引旦月豆司ﾌﾞﾄ川竹月旦至曹召料と谷川刎今喫叶什と廿肩号圈呼列月借入卜且岩

苦刈借回労句耳川斗引号司司司皆哲咀司舎月旦こ回列号姉月列耳ヱ甘竹谷呼

　川号州句耳川斗羽参句司川号契川旦と肩剋言目本書紀州旦列と会皿月右側外

川外川を列甘司肩ヰ漑回と川号言舌旦川耳回川州是列耳ヱす竹借呼ュ借用廿工示乱

当年斗4～5側川句肩片曇州叫刻司斗号耳苦耳銀回皆咀子召耳号句石至世叫号叶ド

旭λ|摩州|几　石谷借６　刈ァ㈲　月旦月　斗刻ﾌﾞﾄ参小吽銀将ヱ旦と　瀕言岩号司耳回ヱ

孚升肩呼句耳司耳咀子耳号列ァ1可否心叫列世司岩６刈刊且旦と召司七一叫爆ァ|耳羽

岩旭言岩皿耳号刈塾世年刊号計列号回皆ヱ普丑り州司升言♀双月例是ol呼岩皿月

117



労廿中剔斗刊音肩司叫列月叫甘兵ツ双ぐレ仝!付と号皿巷斉号旦付言･す斗丑叫七号月

月斗　耳兵　叫刈谷　七ス1　身舎符銀将と　肩身列　ﾌﾞﾄ翌月と　引甘引　以才　川斗列

ｽﾞﾄ音引　　号三谷寺号旦回　労賃召寺谷川　七珍牢小半ド　召司号　辛労毎月皆(月弓刈

萱付．川付引予州刈ヰ啓月olヱ怒司今丿昔三川号怒ol双音月星号予料ヱゼ蛙召兵

身刈ヱ号刎付七一符刈七一止揚川叫甘眉引才

　首将列三子司川ァ|斗笞肩う押1符斗怒号竹月告星吾引切王谷付．ユブト兵月肩岨川符

告星姉蒔号辛叫刈とユ咀谷ol引川引月旬斗司甘哲辛獄月牡芳雲列月川付刈将月句

ユ司ヱ丑谷月三号音丑月星蛙子付号兵ヱ子司川星雅刻雅才引司雅回刈七一訃誉叫月

川斗♀月月月Ξ告星目月　苛毀ヱ，谷刈竹川　文司　廿1押1対外印廿告豆列笞　月刊ol叶

引司雅叫翌兵廿雅雅付谷引叫刈列ヰ牛絢昇じ怒号竹月号谷咀切引６刈川苦(1101七引

付谷蝸眉引ヱ，号雅咀詞と６月月七雅月予州Ξ♀司笠･叡音叉付才望符と引列雅

月刊号肩う押1符月刈告豆符芒性軒号辛叫刈ﾌﾞﾄ金川ﾌﾞﾄ怒玉旦月雅川列辛叫刈句辛月

♀ヱ首将．川緋付谷辛咀早列可今寮レ刈司令肱ヱ月月咀芳弘二司ヱ付号音月ス1月州

螢豆列ヱ双月　萱今昔斗，竪計双月刈司雅芳雲付甘付月列社雲号引　曽雅工月

川斗号付付旦ァ|　川そ引才　叫会則　月刊雅　答月月　咀斗号今叫訓笞５　刈月　奇谷川月

旦ァ1号付晋廿刈ヱ双将七ド竹谷三寸分冊と叫ﾌﾞﾄ三才

　哲男ヱ予司川叫刻と壮誉叫号谷音フトかな一旦三川魁斗冊と月，芳雲旬刊引ァ1否列

甘将月子星月川曼竪列晋雅引労月司号丿州七杢刑屹川引Ξ月川星魁斗雅才引

月刊号兵府瓦〒月月入1告豆坤崔き三星脊訃竹怒谷奇兵ユ引七入目月刈斗剛双兵

身苦岨辺Ξ川刈甘辛獄才号司Ｙｽﾄ刻苦翌月利71七叫利恵(圖20)兵１刃引

普対辺符ｏ=卜刈将肩切翌刃月七号兵月川斡雅叶引肩兵召刃月{弓引ス1音司雅Ｙス}刻

苦翌兵ﾌﾞﾄ石咀黄雲月川付ヱ学則ヱ甚刊斗列咀芳ユ司ヱ号号ヱ谷列俯月豆賃丑月

旦引笠一月川付列石廿勺引辛号肩才

　七岩谷ヱ予司川　七料亭叫刈笞瓢蘆古擢嶮岨(圖22)列　号見巡月月　旦叶ド眉刈刃

咀芳付雅首列月川ﾌﾞﾄ甘将月兵引辛引丿甘引甘兵三司切と豆杢号旦引才付川廿引

月１列ァ|斗号音yJ証悟　窯址ﾌﾞﾄ三印斗司萱叫咀♀月引司音音岳才川斗刈将杢せ劈川

怒引号引付音符銀七星月号川叉寮レ営社音月号付ァトト営替吾号兵切刈三脊列斗翌可号月

吾月付豆引川三符才

　哨刈川辛叫刈司す牛申帽否♀身刈月月号旦引そ吼一本造対外引回ァ門川平句引

労入1月旦嘔吐七符ヤ･刈将月句月月雅岨川斗谷肘列月鸚号竪兵音七月咀芳付谷剋引

双付．討入|月月符銀付刈刈音七入目引労雅朧刃ス1雅音乱入1肩叫几切号身刈号月州

谷星列と辛叫刈辺七一咀芳雲司晋雅引七付列吽非川辛叫刈付川皿付乱芳雲晋雅列

辛そol回符列こ谷付号見刎庶星列七付辛叫刈舵一音七月旦付ゼ月皆月聯レ率言々堅双引
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５　五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

旦引暉(圖23)ol府甘叫首府用府刈竹ァ円高奸才7川叫利府首魁旬ol旦引用叫号叫

刈付月刊号音魁ァ|苦(召叫♀七ィ召月と率旬列(月奸計づ㈲暉管見呈示廿ァ川魁ァ|

音月月　耳心外勺ァ川　計用　首川音月ス州川　叫刈谷引　音呈肩付魁首府ス川　率竹利月

計孚牢牢斗首魁魁川(回合召(月賃率双今次血豆川州旭暉

　川号半暑月月と府月唐首符叫列月音感川川と５月刊半唐川月６利ァ1玉至福総音

感旬司♀(月三早司芒叡府ヱ眉竹魁暉ュ司ヱ同列首玉旬高　首将月叫利ァ|斗ﾌﾞﾄ合否川

音月ス州川音豆斗じ叫利号旦府感司刻月高率音府ｏ=|刈付句双合ﾌﾞﾄ若月ol諧府七卜牛包叫

叫劈心号暉叫音列音肩用ァ1府七･そ竪引廿禿川ヱ♀付石引弓レ申申れ高歴唐叫川府

ヰ苛用唱見呈旦目府Ξ芒耳月魁背白丑川叫召(月号双魁回高丿甘呈府ヱ型叶

　　5.碍早司

　辺ｽﾞﾄ笞感対斗子悟刈労同月斗谷そJ互対以味月合谷刈舎月笞甘斗谷吾月谷刈入1対月

畏谷早甚三双双音合是認谷味対月廿感対同サす牛斗月合互斗じ叫月と音感ァ田

川辺合互叫月旦碍ゼ孚往周川亘互月辺同港柚啓合刈ヱ谷立谷味目早碍司丑月と

句子悟冊音片平吽曹舌旦白-互月刈同感司斗分引合互同ヱ双(月感対斗分同音哲合

川辺同　港豆悟　６　月川　港川旦碍分詞菅フト贈月　早川谷目谷味　菅笠誹と早刈刊

晋吾旦斗旬斗月　港感晋舌月司刈　感対同　月刈川早叫月七一音感寸71旦丹州辺谷川(谷

ﾌﾞﾄ苦句合刈月対銀味引句合哲音ｏ=田川谷引刈川肩碍苦甘三双月谷竹旦互月刈同

ヱ豆フレ十を可否子ス田同音刊菅舌合号月旦碍斗澗谷吾川谷引旦分同川谷川刈谷味

　月号碍月々!対対子港刈号同川対月刈司回互谷刈舎合啓早同立舛～圖旦対港碍音対

磨引句司感叶

　1.金円月ｽﾞﾄ月月合互生!亘早司川，刊刈川叫月同合港合６川川1/4甚川音合５月川

早啓甘外川付則菅ﾌﾞﾄ苦咽Ξ(叉旦悟味

　2.川号音で月倍笞碍菅月対Ξ咀子ス汗ご感対月月混谷月斗到碍音引６川ァ|感谷旦且

旦七一感月と牛句合豆可味王谷竹旦互句川対菅眉合号句月月月谷句合♀月菅ヱ

ヱヱ聯刊菅舌啓外月ァ段け圖咀刈翌句音司叫菅瀕引味

　3.川斗同刈対対句月月悟(月感一本造笞吾元緋肱谷元俗合同咀早対谷引月言司

冶豆司碍菅澗引川，月刊ず卜月硝合ヱ刈谷谷三月人1研低可句川月胤感対玉川川対月

甘川旦悟碍七う句合回子月子引叫菅み圈味

　4.ぐ司七６月月玉(11　01旭川工早同洙刊刈川ァ|斗月合合牛音対州港斗菅感合

三呈対以ヱ，６　刈月　吾妙用|と工早月川同　感旬刊引　合感付以今昔　竹川　同双味　王谷

句対州月　音畑対以感　ヱ早同川　咀斗子合　号同竹川Ξ．音司対以感　呈目旦蝸　ァト贈三

刈ァ1対以味倍音叱正合叫好味
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